
【レビ記 7 章】   「感謝と賛美とリバイバルキャンプ」 

 この 1 週間、約 70 名の方がアメリカのロスアンジェルスで「感謝と賛美とリバイバルキャ

ンプ」に参加されました。私たちもとり成しの祈りを捧げてきましたが、どれくらい「感謝」

ができたでしょうか！？ 日本に 0、1 パーセントもいないクリスチャンの中に私たちが選ば

れていること。これだけでも感謝です。「あなた方が私を選んだのではありません。私があな

た方を選び、あなた方を任命したのです。それは、あなた方が行って実を結び～また、あなた

がたがわたしの名によって父に求める者は何でも、父があなた方にお与えになるためです。」 

今は天に移されたマーリン師が、私たちに信仰の遺産として与えて下さった「賛美と感謝」を

用いる者となりましょう。これからますます困難な時代に入って行く時に、もしこの信仰の対

応を用いなければ、困難に打ち勝つことは出来ないと言われています。私たちも「感謝と賛美

とリバイバルキャンプ in さいたま」で、感謝をしたことを通してどのように神様が働かれた

かという証しを載せて教会のチラシを作り、教会の近辺に配りました。実際困難が許されまし

たが、神様はその困難な問題に解決も与えられました。この期間に“がん“が消えたという素晴

らしい証しも聞きました。神様は生きて働いておられます！！ハレルヤ！感謝します。 

今日の箇所には 4 回も「その者はその民から断ち切られる。」と書かれています。神様の祝

福はイスラエルの民全体に与えられたもので、その民から立ち切られることは恐ろしいことで

す。今、その祝福は教会に引き継がれています。一人の人がイエス様を信じて救われたら、そ

の人は教会の一部となるのです。「わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。」とあり、「わ

たしを離れては、あなた方は何もすることができないからです。」神の祝福は教会を通して与

えられるものです。教会から離れている方々が、教会に戻って来られますように！祈りましょ

う。教会はキリストのからだです。今日、手は来ていても足が来ていないそんな体はありませ

ん。共々に誘い合って、教会生活を重んじましょう。教会は「キリストの花嫁」です。花嫁を

迎えに花婿なるキリストが再び来られる時が近づいています。この期間に地震もありました。

シミも傷もない花嫁の装いをして再臨の主をお迎えする用意ができますように！主に言われ

ていることを忠実になし、聖霊に満たされ、TLCCC 全体がみ心を行えますように！ 

♪Ｇod is working for my good 、for  my  good、for  my  good、 

God  is  working  for  my  good  、yes、He  really  is! ♪ 
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新年度の御言葉      ルカの福音書 3:2～4 

「神のことばが、荒野でザカリヤの子ヨハネに下った。」 2 節 

「主の道を用意し、主の通られる道をまっすぐにせよ。」 4 節 
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